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制動放射線計測による治療ビームイ
メージング技術の開発

粒子線がん治療ビームの
リアルタイムイメージングを実現

放射線（X線）計測機器製作企業
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臨床応用

制動放射線計測によって粒子線がん治療用の治療ビームをリアルタイムでイメージング
する技術を独自開発
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No. 1

粒子線 電子

電子制動放射線
粒子線で弾き飛ばされた電子が
ビーム入射と同時 に 多量の電子制動放射線 を放出

ビーム入射と同時放出の放射線
により “リアルタイム見える化”

多量に放出される放射線を使用
微弱な治療ビームも “見える化”

陽子線、重粒子線のビーム軌跡をリアルタイムイメージング
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制動放射線のエネルギー情報を
利用することで減弱補正も可能

制動放射線計測によって粒子線がん治療用の治療ビームをリアルタイムでイメージングする技術を
独自開発

制動放射線計測による
治療ビームイメージング技術の開発
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